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 要  旨 
 近年、家庭やオフィスなどの日常生活環境で人間をサポートするサービスロボットへの期待
が高まっている。サービスロボットに求められる作業の中で、指定された物を取ってくるという
作業はニーズが高く重要である。物を取るという作業は比較的単純な作業であるが、日常生活環
境では、扱う対象物が多様で作業環境も複雑なため、現在のロボットの認識能力や判断能力では、
安全かつロバストに自律作業を完遂するのは困難である。一方、人間の遠隔操作によってすべて
の作業を行うことは可能であるが、操作者にかかる負担が大きい。そこでこのようなロボットシ
ステムの現状を受け、ロボットが自律的に行うことが困難なタスクを一部人間が請け負うことで
解決する、ロボットと人間のインタラクションを用いたシステムの研究が広く行われている。 
本研究室では上述のようなインタラクティブシステムとして、ロボットの認識エラーに対して
オペレータが対話的補助を行うことで、冷蔵庫の中から缶を取得するロボットシステムの開発を
行ってきた。本研究では更に、作業に対するリカバリ機能までを有したサービスロボットシステ
ムの実現を目標とし、ロボットとオペレータの間にネットワークを介したインターフェイスを導
入することで、オペレータがロボットのすべてのタスクに対して作業監視、操作支援を行うこと
が可能なシステムを構築する。 
具体的には「書架に収められた書籍の取得作業」を目標タスクとして、書籍の取得に特化した
専用ロボットハンドを開発し、ロボットアーム、ハンドカメラから構成されるロボットシステム
の構築を行った。また、ロボットの作業を監視、支援するためのインタラクティブ GUIを開発し、
それらを統合したシステムによる、インタラクティブな書籍取得支援の有効性を検証した。 
更に本研究では、インタラクティブな物体取得支援システムのネットワーク化及び汎用性、柔
軟性を高めるために、(独)産業技術総合研究所が開発中の RT ミドルウェアの最新版である
OpenRTM-aist0.4.0 を導入した。RT ミドルウェアによるシステム構築のために、書籍取得シス
テムのモジュール化および UML によるシステムの設計を行い、実際に書籍取得システムのサブ
システムであるビジョンシステムを開発した。また、設計の有効性および RT ミドルウェアをベ
ースとしたシステムの動作検証を行った。 
 
